
●N-BOXには停車中にエンジンをストップさせて燃料消費を抑制するアイドリングストップ
　システム  (ISS)がターボ車を除いた全車に採用されています。

エンジンルーム
プラス端子

プラス端子クリップ

バッテリー固定金具

マイナス端子

電流センサー

●アイドリングストップ車にはアイドリングストップ専用バッテリM-42Rが搭載されています。 
   ターボ車には38B19Lが搭載されています。

ホンダ N-BOX　　　バッテリー交換方法

アイドリングストップ専用バッテリ
 M-42R

マイナス端子の取り外し方【バッテリ交換方法】
①エンジンスイッチをOFF
②マイナス端子(10mmナット)からケーブルを外す
 ※取り外し時に電流センサーのコネクタ部を握りながら外さないで
　 ください。センサーが破損します。
③プラス端子のターミナルカバーを外す 
④プラス端子(10mmナット)からケーブルを外す
⑤プラス端子クリップを外す
⑥バッテリ固定金具のナット(10mmナット二箇所)を緩めて、金具を取り外す
※バッテリ取り外し時にバッテリカバーがずれた場合は元に戻します。
⑦バッテリを交換する
⑧逆の手順で取り付る
   締め付けトルク値：プラス端子，マイナス端子：4.4 N・m
※端子部が汚れている場合はワイヤーブラシ等で清掃してください。

【バッテリ交換後の初期化作業】　内部抵抗値リセット
①A/C，ヘッドライトをOFF
②エンジンスイッチをON→OFFへ
③エンジンスイッチをOFF→ACCへ
④エンジンスイッチをACC→ONへ
⑤エンジンを始動させる（アイドリング状態を1分間保持します）
⑥エンジンスイッチをON→OFFへ
⑦「②～⑥」を4回繰り返す
⑧エンジンスイッチをOFF→ONへ
⑨スキャンツールを接続し、「アイドルストップ禁止」を選択
⑩エンジンスイッチをON→OFFへ
　スキャンツールを解除し、車体から取り外す


